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令和５年度 事業計画ならびに収支予算 

 

１．はじめに 

当振興会では皆様のご支援により、令和４年度も引き続き「公益財団法人」

として、物流博物館の運営に力を注いでまいりました。 

同館の運営に際しましては、新型コロナウイルス感染症蔓延防止の観点から、

常設展示の体験コーナーの利用を一部休止し、団体見学受け入れ人数の制限、

イベント参加人数の制限などを通じて安全確保に留意する一方、特別展や催事

を積極的に開催するなど、充実した博物館活動実現のため日々努力を重ねてお

ります。 

令和５年度は、同感染症に配慮しつつ、従来の対応の緩和を徐々にはかり、

前年度と同様、特別展や催事・共催事業を積極的に開催してまいります。常設

展示については、リニューアルに向けての展望を踏まえながら、単年度中に可

能な範囲での展示替えや修正、機器の更新等を実施いたします。また、引き続

き館内整理及び所蔵する各種資料の整理を推進します。以上を通じ、設立意義

を実現する博物館の運営にさらに取り組んでまいります。 

 

２．令和５年度の事業計画について 

Ａ．重点推進項目 

次の各項目を重点推進項目として取り組みます。 

（１）特別展「貨物鉄道・通運事業 150 周年記念 汐留駅－貨物鉄道と

通運の歴史（仮題）」の開催、常設展示の改良・催事・共催事業の

実施 

（２）一般入館者および団体見学増に向けた広報活動の強化 

（３）収蔵資料の整理・データ化の推進 

（４）常設展示リニューアルの計画立案・実施 

（５）運営資金の確保 

Ｂ．具体的な活動について 

（１）特別展の開催、常設展示の改良・催事の実施 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症蔓延防止に配慮しつつ、日

常的な来館者の満足度を向上させることを重点課題とし、常設展示の修

正に力を入れ、可能な範囲で機器類の更新を実施します。また、特別展

は、「貨物鉄道・通運事業 150 周年」を記念して、「汐留駅－貨物鉄道と

通運の歴史（仮題）」展を開催します。これらに加え、令和４年度に引

き続き、前の年度に開催した特別展を流通経済大学に共催事業として巡

回し、同大学との連携事業を実施します。 

催事については、令和４年度と同様、夏休み行事（段ボール工作コー

ナー）、こども向け映画会（１２月）、オンライン開催を併用した古文書

講座初級編及び古文書講座中級編（いずれも１月～３月)などを実施す

るほか、日本通運㈱が過去に製作し、近年デジタル化を完了した映画の

上映会を引き続き毎月開催します。 

以上の活動を通じ、広く一般に親しまれる博物館としての取り組みを
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さらに進め、日常的な集客を目指します。 

（２）一般入館者および団体見学増に向けた広報活動の強化 

一般紙誌、業界紙誌、タウン紙、旅行関係書、ＷＥＢサイト、テレビ、

ラジオ等で頻度高く紹介されるよう情報発信に努め、またＳＮＳを活用

して館の活動の周知を図り、さらに大学や博物館連携団体・物流業界団

体・学術団体などとのタイアップにも取り組みます。 

修学旅行・社会科見学を始めとする多人数の小中学校団体見学は、コ

ロナ禍の影響により引き続き停滞が予想されるため、比較的少人数の内

定者・新人研修をはじめとした企業研修の誘致ならびにリピーター確保

に注力し、積極的な周知活動に取り組みます。特別展や各種催事に際し

てだけではなく、日常的にＳＮＳなどで情報発信することにより、コン

スタントな来館者増を目指します。 

あわせて、従来から実施しているポイントカード制度を継続し、リピ

ーター確保の一助とします。 

（３）収蔵資料の整理・データ化の推進 

収集後、未整理となっている収蔵資料について引き続き計画的に整理

作業を実施します。 

  （４）常設展示リニューアルの計画立案・実施 

日常的な来館者の満足度を向上させることを重点課題とし、展示につ

いては常設展示の構成の変更や修正を行います。また、可能な範囲で機

器類の更新を実施します。 

（５）運営資金の確保 

    効率的運営の徹底による費用節約にさらに努めるとともに、より充実

した事業活動を遂行できるよう運営資金の確保に努めます。 

    博物館関連事業の事業収入増の実現は厳しい情勢にありますが、物流

博物館等維持会各社への情報発信と緊密化に努める中で寄附金収入の

確保に努めます。 

Ｃ．その他  

    以上の他、当財団定款に則り、必要と認める事項に随時取り組みます。 

 

３．令和５年度予算 

 Ａ．収入 

収入合計は前年度予算を１，３１０千円上回る３７，５２８千円で策

定しました。 

Ｂ．支出 

事業活動支出合計は前年度予算を７０７千円上回る３６，９２２千円

で策定しました。うち、事業支出は前年度予算を１，０６６千円上回る

３３，８４９千円とし、管理支出は前年度予算を３５９千円下回る３，

０７３千円で策定しました。 

Ｃ．収支差額 

       したがって令和５年度収支予算による収支差額は、６千円の黒字の見

込みです。 

以 上  


